酔っ払 ひ 共が、 ふざけ 散らして ゐる 騒ぎな の だ。 

それにしても、 不思議な 騒がし さ を 持ち続けて ゐる 

酒場で ある。 朝 も 昼 も 真夜中 も 差別がない。 

「おいく、 イダ— リアの 親爺さん、 そんな ふくれ ッ 

たま 

面ば か リを売 物にしないで 稀に は 俺達と 一 処 になって 

下院議員の 改善 策で も 謀らな いかね ご 

「あの 親爺に そんな 気の利いた 策略なん て —— これ は 

どうも 失礼、 気の利いた 策略、 大いに あり、 吾々 のと 

は 大分 趣きが 違 ふとい ふ 奴 さ …… 」 

きれぐ 

片々 だから 解り もしない が、 そんな 風に 他人 を 嘲弄 

して ゐる 見たい な 会話が、 厭に 面白さう に 聞え もした _ 



「親爺の Day-dream が、 いざ 実現した あかつきに は 

吾々 は 斯うした 地上の 法悦 を 味 ふこと が 出来なくなる 

かも 知れない ね ご 

「ともかく、 彼奴 は、 有り難い 害の 吾々 客人に 対して、 

永遠の 呪 ひ！ を 持って ゐ ると いふんだ から 凄ま ぢぃ 

もの だな ご 

「 Hurrah! 吾等に 呪 ひ を 持つ イデ— リア 親爺 

に 祝福 あれ！」 

「吾等の Day-dreamer が、 吾等に 対して、 第二の 反 

逆 を 発表したら —— 」 

「いや、 吾々 がそれ を 発見して …… 」 



「そいつ を 一 番 逆用して 俺達の 祝祭 上の 口 マノ オル ム 

まち 

(行事) に 加へ て、 吾等の 巿の栄 ゆる 日の 限リ …… 」 

「叱 ッ！ 叱ッ！ イダ ー リアの ドング リ 眼が 真に 憾 

めし さう に 光った ぞ！」 

「サタンよ、 そこ を 退け！ とで も 眩いて ゐる らしい 

ぜご 

…… 「踊れ、 踊れ！ シッ ダル、 生れ 故郷の ことな 

んか思 ひ 出して ぼんやりして ゐ ると、 酒の 売れ行きに 

関 はる ぞ！」 

「シッ ダル は、 フロ ー レンスから 来て ゐる 若い 学生と 

好い仲 だとい ふ 噂 を 俺 は 聞いた が、 ほんとう か 知ら！」 



の 銅像の 下で、 ロセ ツチの (夜の 会見) に 就いて、 仇 

敵 を 罵る かの やうな 態度で 罵倒 演説 を 試みて ゐ たらう。 

その 癖 貴様 は、 聴衆が 去って しま ふの を 見定める と、 

ぺ トラ ルカの 台石に 取り 鎚 つて 口 セ ツチの 歌の 埋没 個 

所を教 へて 呉れと 云って 涙 を 流した ぢ やない か。 ラン 

プ 祭の 恋歌 は、 (夜の 会見) の 草稿から 盗んだ …… 」 

一 人の 男が、 此処まで 云 ひかけ ると、 阿修羅の やう 

な 姿で 立ち あがって ゐた 口— ルツ ヒ とかと 称 ばれた 男 

は、 電気に 打 たれた かの やうに キヤ ッ！ とい ふ 悲鳴 

を 挙げる と 一 緒に、 酒場 を 飛び出す と、 灰色の チュ 二 

ックの 裾 を 翼の やうに 翻へ しながら 雲 を 霞と 街の 彼方 



「 」 

だが 、 壺の 脇腹に 花文字 で 誌して ある 斯んな 文字 を 

読んだ、 V けで は、 見知らぬ 者に は それが 酒で あるか 何 

うか は 解らなかった が 花文字の 傍らに 小さく 誌して あ 

る 文字 を 注意して 見る と、 ヴェ ネト 産、 シラキ ウス 産 

ロンバルディ 産な どと いふ やうな 醸造 地名が 見出され 

るので、 それらが おそらく キャン ティ、 マルサラ、 ベ 

ルモ 酒な どの 類 ひの 商標 名で あるの が 解る のだった。 

その他に は、 

「野獣の 血潮」 

「 Burning KniTOiltJ 



「バッカスの 王冠」 

「ネロの 盃」 

「キング . ォヴ . キング ス」 

「南方の 魔術師」 —— など、 いふ やうな 印の 壺が 並ん 

でゐ るが、 斯んな 風な 烈しい 名称から 想像す ると、 お 

そらく 火酒 系の 酒に 飾った ニック • ネ— ムに違 ひなか 

らう。 

何処の 国の、 何時の 時代の ことか 知らないが II 古 

い、 夢の やうに 壮麗な 都市の 裏町に ある イダ— リアと 

いふ 小さな 憂鬱 気な 構えの 酒場の 店先き である。 

本来 は 「ブル ゥ カノ. タ バン」 とい ふの が この 店の 



さけつ * き だ い 

名前 だ つたが、 酒 注 台 の 背後の 壁に 恭々 しく 祭って あ 

る バッカスと イダ ー リアの 肖像画で、 イダ ー リアの 容 

貌が 何処と はなしに 此処の 酒場の 親爺に 似て ゐ る！ 

と 云 ひ 出した 者が あって、 或る 物 数奇な 学生が その 肖 

像 画の 作者 を 訪ねて 秘かに 事情 を 探って 見る と、 次の 

やうな ェ ピソ ー ドを 発見した ので ある。 

ブル ゥ カノ 親爺 は、 毎日 毎日 不 遠慮な 酒 飲 客に 応対 

して ゐる のが 久しい 前から 沁々 と 情けなく なって ゐ た。 

饒舌で、 悪戯 好きで、 皮肉 家ぞろ ひの 通人 連が 寄リ集 

まって、 他人の 挙足 をと つたり 他人 を 不機嫌に させた 

り、 冗談ら しさに 事寄せて 他人の 弱点 を 発いたり して、 



面白がって ゐ るかの やうな 飲んだくれ 連中に 反感 を 持 

つて ゐた。 彼等から 様々 な 冗談 を 云 はれる 度に 彼 は、 

自分に 堪らない 侮蔑 を 感じて ならなかった。 何 か 彼等 

に 仕返しが して 見たくて ならなかった。 

彼 は、 正面の 壁に 掲げられて ある バッカスの 肖像画 

の 下に イダ— リアの 肖像画 を 懸ける ことにした。 洛陽 

の 酒徒 は 酒場に 足 を 踏み入れ ると、 先づ 第一に パッカ 

スの 肖像画 (或 ひ は イダ ー リア) に 向って 脱帽 をした 

後に、 酒 卓に 就く とい ふの が 古来からの 不文律な ので 

あった。 —— そこで、 ブル ゥ カノの 親爺 は、 イダ ー リ 

ァの 肖像画 を 注文す る 時に、 秘かに 画家に 謀って、 自 



「ぉぢ さん、 今度 は 一 番ァ ビスの 半身像 か 何 か を その 

辺の 棚に でも 飾って、 あんまり 俺達が、 お前 をから か 

ひ 過ぎて 煩 さくな つたら、 蔭の 方から、 モウ、 モウ！ 

とい ふ 具合に 鳴る 牛の 声に 似た 笛で も 鳴らして 皆 

さん、 ァピス 神が お怒りに なったら しいです ぞ、 ぉ静 

かに/^! とで もい ふ 風に したら 何ん な もんだい？ 

笛が 見つからなかったら、 お前さんが 自分で 唸 るんだ 

き、 め 

ね、 尚更 利 目 は 鮮やか だら うよ ご 

「牛 頭の ァピス 様に 唸られたら、 俺達 は 口 ー ルツ ヒ先 

生の やうに 一 目 散に 逃げ去らずに は 居られな いだら う 

なご 



一人の 若い 水夫が、 酒場の 店先に たゝ ずんで ぼん や 

リと酒 壺の棚 を 眺めて ゐた。 

和やかな 朝だった。 軒先に は 緑色の 日除けが 深々 と 

翼 を 垂れて 豊かな 瑠璃色の 陽 を さへ ぎって ゐる。 酒場 

の 裏手の 内海で、 壊れ ものな どが 捨て ゝ ある 細い 露路 

の 突き あたりに 水が 見えた。 水夫 は、 はぢ めのうち は 

此処 を羅馬 だとば かり 思って ゐ たので、 その 海 もテヴ 

エレ 河の つもりで ゐ たが、 (事実 此処の 巿民 も、 あの 海 

をテヴ エレと 称んで ゐ るし …… ) 同じ テヴ エレで も羅 

馬の は 河で、 此処の は 海で はない か。 この やうに 名前 

は 同じで ありながら、 问も彼 も、 彼処と 此処で は 河と 



海の 相違が あるの だ。 同じく 人物で も —— 

酒 棚の 外側で 歩道に あたる 日除けの 下に は 石造りの 

ベンチが 一 脚 横た はって ゐる。 酒場に 入る 前に 何ん な 

酒が あるか 一応 験べ たい 者が、 これに 凭って 何時 ま 

で、 も 吟味し 得る ために 備 へられた ベンチで ある。 I 

I 水夫 は、 酒の 有無 を 眺めて ゐ るので はなかった。 彼 

は、 は ぢめ羅 馬の つもりで、 母船 を 脱け 出した ので あ 

つたが、 案外に も 斯んな 不思議な 巿 だった ので 全く 途 

方に 暮れて しまったの である。 

「そんな 二 本 檣 の 帆船で 水夫な ど をして ゐ ないで 一 

日 も 早く 羅馬 にい らっしゃい。 私 は 今 パル ベリ ー 二通 



ルを とり 返さずに は 居ない よ。」 

「フ 口— レンスの 学生さん、 何 を 祈って ゐ るんだ い、 

そんなと ころで、 シッ ダルと 逢引の 合図で もして ゐる 

のかね！」 

水夫の 肩 を 叩いて、 斯んな こと を 云 ひながら 行き 過 

ぎた 楣を 持った 騎士が あった。 騎士 は 酒場 を 出て、 急 

ぎ 足で、 街 を 駆け抜けて 行った。 

「私が フロ— レンスの 学生です つて？ そして あの シ 

ッ ダルと …… 」 と 水夫が 驚いて 問 ひ 返して ゐる 間に は、 

もう 騎士 は、 たしかに 戦車に 違 ひない (今時、 まあ！ 

何処かに お祭りで も あるの か 知らと 水夫 は 思った。) 



馬車 を 駆って 消え去り、 今度 はモ ー ゼの やうな 姿の 老 

偉丈夫が、 また 肩 を 叩いて、 

「フロ ー レンスの 学生！」 と 称んだ。 そして 威風に 似 

合 はぬ 野蛮な 口調で 親し 気に 言葉 を かけながら 矢張り 

慌た、 V しく 行き過ぎて 行った。 「早く 行って、 エロス 

の 二三 杯 も 飲めば 目が 醒める とい ふ もの だ。 シッ ダル 

がお 前の ために リラの 花 を 用意して ゐたぞ ご 

「先生！」 と 水夫 は 思 はず 叫んだ が、 もう 声 はと ゾか 

なかった。 

「どうしたら 私 は、 この 不安から 逃げられる でせ う？」 

この 酒場 は 裏町の 角に あつたが、 直ぐの 眼の 先は大 



通りの 一 端に 触れて ゐた。 そして 酒場の 店先から は、 

斜めの 真正面に あたる 大通りの 端に 巨大な 噴水が 眺め 

られ た。 —— 噴水 は、 初夏ら しい 紺青の 空に 旺んな 水 

煙り を 挙げて ゐる。 高く 中 天を摩する 水煙り である。 

街 上 は 往来の 人々 が 喫して ゐる 煙草の 煙りが、 人が 去 

つてし まっても、 うつら/ \ と 棚引いて ゐる ほどの 和 

やか さなの だが、 噴水の 水煙り が 砕けて 舞 ひ 落ちる あ 

たりの 高さに は 微風が 吹いて ゐ ると 見へ て、 霧の、 光 

リを 含んだ 粉々 が 一 勢に 酒場の 店先き の 方に 傾いて、 

歩道 は 日除けの 下 だけ を 白く 残して 如露の 水 を 撒いた 

やうに 適度に 湿 つ てゐ た。 



ら、 この辺で 一杯 飲んで ゐれ ば、 屋台店の 密造酒 だつ 

て レイマンの 氷で 冷した 灌奠 酒よりも 旨く 飲める とい 

ふ もの さ。 やがて、 あの 娘が 俺の 邸に 引き とられる と 

きまった 時には タ バン . イダ ー リア ぢゃ 表の 扉に 釘 を 

打つ より 他に 仕 末が つかなくなる だら ぅッ てこと を、 

今から 覚悟して ゐた 方が 好から ぅぜご 

「酒場のお ぢ さん！ 何とか その 辺で 愛嬌の 一つ も 云 

つたら どうかね。 —— ぢゃ 俺が 一 つ 親愛なる ぉぢ さん 

に扮 装して、 お客様の 御機嫌 をと つて やらう かご 客の 

B は 親爺の 声色で もって、 客の A と 科白の 受け渡し を 

初める のであった。 「大変お それ 入りました。 ァ テナ 



「冗談 じ やない ご と 親爺 は、 不満 さう に 客の 言葉 を訂 

正した。 「舞踏 科なん ぞ 真平 御免 だ。 寧ろ 私 は、 ピザ 

の 塔 上から 何年 来飽 くこと なしに、 球 を 落して、 落下 

の 法則 を 研究し 続けて ゐる、 あの 無口な 物理学者の 助 

手と して、 球 拾 ひの 研究で もさせて やった 方が 望まし 

いわ ご 

B の 客 は 気づかずに 科白 を 続けて ゐた。 「さあ、 先生、 

そこで、 もう 四 五 杯 こいつ をお あけ 下さい ませ。 さう 

すると、 今朝 は、 ここで、 ファ ティアの 壺に白 薔薇の 

花 を 咲かせて 戴ける とい ふこと になり、 私は大 儲けの 

悦び を 持ち、 先生 は、 忽ち 陶然と して、 お 互 ひに 誠に 



お 目出度い 朝になる とい ふ ものです ご 

花束が さして ある 酒の 壺は、 中味が 売り切れた！ 

とい ふことの 目印だった。 

客 達 は 親爺の 前で 斯んな 芝居 を 打つ のが 余っ程 面白 

い！ と 見へ る。 客の A は、 腰から 脱した 金貨の 袋 を 

食卓の 上に 投げ出して 空 うそぶいた。 

「若しも ピピ ヤスの 花 籠が 白 薔薇 に 満ちて ゐ たら 俺 は、 

ファ ティアの 壺を 一気に飲み 尽 してやる。 そして、 あ 

の 娘の 籠から 取り あげた 白 薔薇で あの 壺を アルプスの 

雪の やうに 埋めて やる。 若しも 彼女の 花 籠が 赤 薔薇 で 

あったら 「ネロの 盃」 は 床に 流して、 V も あの 壷に、 炎 



お祈りの 言葉 を 知る よし もない 

星 あかりで 摘んで 来た 花な の —— 

斯んな 「朝の 会見」 とい ふ 口— ルツ ヒ 先生の 作に な 

る 前 曲 を 歌 ひながら、 徐ろに 近づいて 来る 声が あった。 

さっきから 店先の ベ ンチに 凭って 物 思 ひに 沈んで ゐ 

た 水夫 は、 それ を 聞く と 自分の 村の 「ランプ 祭」 の 歌 

を 思 ひ 出した。 

悲しい 時には、 た > 心 のま、 にさ めざめと 泣く より 

他に 術 はない、 白い 翼に 乗せられた 夜よ、 明けよ、 明 

けよ、 ランプ 祭りの 朝に なれ —— そんな 風な 抒情 歌 を 

思 ひ 出しながら、 水夫 は 村の ランプ 祭の 朝の 光景 を 思 



「虹色の 翼 を もった 大鳥 GOD KHONSU が ナイル 河 

の 上流で 探し 索め た OSIRIS の 花 をく は へ て オリ ンピ 

ァの 街に 現れた 時の やうに、 俺達 は 愉快 だ ご 

「花鬟 酒の 栓を 抜け 、踊り子 達よ、 一勢に 盃を とって、 

あの 舞踏 酒の 歓喜に 酔へ！ 俺 はピピ ヤスの 傍らへ 走 

つて あの 花 籠 を 買って 来る、 一刻の 間 も 惜しい、 あれ 

らの 花が 凋まぬ 間に あの 壺を あけて、 スト— ロナの 花 

を 盛らなければ ならない。 飲めく く バッカスの 葡 

萄の 冠へ 歓喜の 酒 を 噴水の やうに 浴せ ろご 

「校長 先生、 どうも 御馳走様！」 

それと 同時に、 巨大な シャンパンの 栓が 抜かれる か 



街の 両側に は、 (鳥が 空中に 建てた 都) の やうな 空 高 

い ビル ヂング が 無限に 延び 拡がって ゐた。 その 無数の 

窓 から 無数の 顔が 現れて、 澎湃 たる 嵐に 等しい 声援 を 

放って ゐた。 

「今日の ランプ 祭り は、 選手が たった 二人し か 出ない 

と 見へ るね ご 



「決って ゐる、 今時、 ランプ 祭に 出なければ ならない 

やうな 悲しみ を 持った 人間な どが、 この 町に あの 二人 

より 他に ある わけがない よご 

「ェピ キュ— ル 学校の ソ フィス トが 、 ランプ 祭の ラン 

ナ ー になる なんて、 何と まあ 吾々 の 世界に は 途方 もな 

い 皮肉が 勃発す る ことよ —— だ。 ハツ ハツ ハ！ ラン 

プの 代りに 金貨の 袋 を 持ち出した 処は 気が 利いて ゐる 

が、 それ を まあ！ あんな 風に 提灯 見たい に ブラ さげ 

て、 息苦し さう に 走って ゐる 先生の 姿ッ たらな いぢ や 

*」 、 ゝ o 一 

な レカ 」 

「先生、 しッ かり！ そら、 レモンの 実 を 投げます よ 



今日 ほど 先生の 姿が 真剣な 輝き に充 ちて ゐ るの を 見た 

験し がない。 プロ メト イスの まことの 火に 憧れる ソク 

ラ テス 派の 唯心論 者の やう だ。 さう だ、 あの 永遠の 信 

念に 満ちた かの やうな 憧れに 炎 ゆる 校長の 姿 は、 一 切 

の 迷妄と 不合理と 激情と 恐怖と、 そして 人間的 禍 悪よ 

りの 離脱の ために —— とい ふ ブレトン 先生の 言葉 を 叫 

んでゐ るかの やう だ ご 

「 …… I 乱雲」 の 作者に、 是非とも 見せて やりたい、 

実に 壮 厳な 喜劇 的 現象 ぢ やな い か。 」 

ソ フィス トは、 そんな 声援 を 浴び、 水夫 は、 

「迷 ひの ランプ を 吹き消して、 帆 を あげたお 前の 船 は、 



の 先 何ん な 怖ろ しい 禍が現 はれる か 計り知れない …… _ 

「怕 いく！ イダ— リアの 踊 子さん、 一体 私 は 何う 

な るんで せう ご 

水夫 は、 気で も 狂 ひさう に 情けなく なって、 ベンチ 

に 突っ伏した。 

「そんな 芝居 をして、 また 妾を瞞 さう とする の！ 昨 

夜 もお 前 は、 あんな 英雄 達の 気楽な 仕事 はおろ か、 ク 

レ メント 噴水の 馬に でも イダ ー リア 通りの 表口に 近々 

建つ ことに 決った ラオ コー ンに でもなる こと を 厭 はな 

い！ と 云った ぢ やない か。 ラオ コー ンが務 まれば 毎 

日 金貨が 一 袋 宛 儲かる わよ ご 



水夫が 踊 子に つかまって、 惨々 な 目に 合されて ゐる 

ところに、 花 売 娘の 手を携 へた、 ェ ピキュ ー ル 学校の 

ソフィ ストが 戻って 来た。 

「や あ 「南方の 魔術師」 の 愛飲 家！」 と 水夫 を 呼び か 

けた。 「私 は 今朝、 ピピ ヤスの ために 「花鬟 の壺」 を 抜 

いたと ころな のさ。 踊 子 達 は悦ん であの 騷 ぎだ。 君 も 

遠慮なく 飛び込んで 盛んに 飲んで 呉れ 給 へ 。 」 

「お前 だ つ て、 ラオ コ —ンに でも なれば 毎日 毎日 好き 

な 自由な お 酒の 栓が 抜け るんだ よ、 斯ん なに 可愛^; い 

妾の ために —— 」 

踊 子 や ソフィ ストの 言葉 を 上の空に 聞き流し なが ら 



なの だが、 それらの 銅像 は 悉く 生きた 人間が 政府から 

雇 はれて、 彫刻家の 手に 造られた 像の 代りに、 台石の 

上に 立って ゐ たので ある。 タ バン. イダ ー リアに 現れ 

る 饒舌な 常客の 大半 は、 夫々 の 銅像と して 勤勉に 働い 

てゐる プロフェッショナルの 銅像 役だった。 彼等 は務 

めの 往復 此処に 立 寄って、 終日 沈黙 を 守った 仕事に 疲 

れた 饒舌 慾 を 晴らす ので ある。 —— だから、 彼等 は、 

た、 V 無闇にお 喋 舌 りだつた ので ある。 その代りに 何の 

魂胆 もなかった。 無遠慮に ふざけ 散らし、 悪意な しに 

他人 をから かったり する だけで 足りて ゐる。 だから、 

その 場 さへ 過ぎれば あんな 赤恥 を搔 かされた 口 ー ルツ 



ヒ 先生 だって 翌日 は 白々 しく 出入しても、 誰も 昨日の 

ことな ど を 気にして ゐる者 もなかつ たし、 憾み を 続け 

る やうな こと は 一 切なかった。 た y イダ— リアの 親爺 

だけが、 長年の 客の 饒舌に 圧倒され て、 あんな 心地 を 

持って ゐる 位ゐの ものだった。 あの ディ. ドリ イマ ァ 

は 相 変らず 客に 逆 ふべき 何ら かの 手段 を考 へて ゐた。 

今、 出て 行った 二人の 鎖 襦袢 はテ イヴ オリの 凱旋門 

近くの 森に ある 「パト 口 クラスの 傷 を 介抱す る アキ レ 

ヒッぺ ウス 

ス」 の 記念 像 を 務める、 騎士 級の 家柄に 育った 若者で 

ある。 他の 銅像 達が 左様で ある やうに 彼等 も 本来の 自 

分の 名前 を 呼び 合 ふ 代りに、 銅像の 名称で 称び 合って 



ゐた。 

「娘 達が やん やとい ふの は 道理 さ ご と 云った の は、 今 

年 一 杯 務める と 恩給が 貰へ ると いふので 皆な から 羨ま 

れてゐ る、 ハ ドリ ャヌス 橋畔で、 マセ ドニ ァのフ イリ 

ップ に対する 攻撃の 大 弁舌 を 揮って ゐる 「デモ スゼネ 

ス」 だった。 彼 は 左程の 永年、 獅子吼す る デモ スゼネ 

スの 表情 を 保って 来たので 職務 時間で ない 時で も、 言 

葉が 途切れた リ、 物 思 ひに 耽ったり する 時には 獅子吼 

の 表情になる のが 癖だった。 —— 「私 も此 間、 あの 半 

円 劇場で 「ォ イデ パス 王の 銅像 除幕式」 が 出された 時 

に 中央 銅像 局の 役員 達と 一 処に 観に 行った の だが I 



I」 

「ヴ エスタ 神社の 広場に ォ イデ パスの 像が 建てられる 

とい ふ 話 は 決った のです か？」 と 質問した の は、 ボル 

ゲ ー ゼ 池の 森に 務めて ゐる ペトラルカだった。 いっか 

口 ー ルツ ヒ 先生の 秘密 を 発いた 若い イオニア 人で ある。 

あの 頃 この 巿に 来たば かりの 口 ー ルツ ヒは 銅像が まさ 

か 生きた 人間で あるな どと いふ ことに は 気づかな か つ 

たので ある。 ボルゲ— ゼの 森に は、 ダンテ、 ペトラ ル 

力 を 始めと して、 ゲ— テもゐ た、 シ ルレ ルもゐ た、 チ 

ヨウ サァ ゃスぺ ンサ ー もゐ た。 

「決った よご デモ スゼ ネス は 唸る やうな 調子で 云った。 



て、 お、、 祭りの 真 最中に 王の 銅像が 転落して、 はか 

らずも 王子の 頭に あたり、 王子が 悶絶す る！ あの 素 

晴 しい 場面に 至る と 満場の 観客が、 総立ちに なって 熱 

狂す る 様 は 野獣 戦の 見物人に も 見られぬ 程の 壮観で は 

ありません か。 泣く、 泣く、 泣く、 如何して 今の 巿民 

に は 彼程までに 悲劇なる ものが その 意に 投じて ゐる 

か？ 理論で は 決して 解らぬ 現象です。 アリス トフ 

ァ ー ネスの 像 を 打ち 仰ぐ 者 は 稀です が、 ノ -1 スキ ユラ 

スゃ ソフォ クレ— スの 下に は 何時も 多くの 哀詩 歌人の 

手で 礼 讚され た 花環が 絶えた ことのな いとい ふ 現象 を 

見ても 自明な ことではありません かご 



たり 一 一 つ の 像が 台石から 転げ落ちる ところ を 目の あた 

リに 見せようと いふ 趣考 なのです ご 

「名案 だ。 話 を 聞いた y けで も 悲し さで 胸が 一杯に な 

つて 来る。 絶大の 人気 を拍 する こと は 火 を 見る よりも 

明か だ ご 

斯う 切な さうな 吐息と 一 処に 同感の 意 を 現 はした の 

は、 カピト リノ 丘で 馬上に 胯 つて ゐる マルクス. ォゥ 

レリア ウス 皇帝の 扮装 者であった。 

「ところで、 この 二 体の 像 を 務める 勇敢な 人 を 如何し 

て 求めたら ばよ からう か？ とい ふところに 話が 進ん 

だ 時に、 思 はず この 計画に 一頓 挫 を 来して しまったの 



です ご 

デモ スゼ ネスが 悲痛な 声 を 挙げて、 斯う 唸る と、 ァ 

リスト ファ ー ネス もァ ウレ リア ウス もュ ー リピ デス も 

その他の 物々 しい 豪傑 連 も 一 勢に ロを喊 して 〔# 「喊 

して」 は ママ〕 誰も 彼 も 横 を 向いて 顔 を 見合せ てゐ るば 

かりだった。 

「そろく 出勤時間が 迫た ぜご 

「親爺、 今夜 は 屹度 「ネロの 盃」 を 空に してやる から、 

そのつ もりで お前 は 耳に 栓 でも かって 置いた 方が 好か 

らう ぜご 

「さあ、 出かけよう ではない かご 



今時、 こ、 の 酒場な どで こ ^Burning KnighU 酒 の 

壷に は 橄欖の 枝 を 用 ひて ゐる ところな ど は、 斯ん なと 

ころに 起因して ゐ るので はなから うか。 

「私 は、 この頃の 街の 状態 を 真に 嘆か はしく 思って ゐ 

る 唯 一 人の 者 だ ご 

老人 は 左う 云って 眼 を 伏せた。 

名前 を 聞かなかった し、 あれ 以来 一度 も 見かけない 

ので 水夫 は その 老人が 何処の 人 か は 知らなかった が、 

あの 老人の 声の 麗は しさが 忘れられなかった。 

老人 は 云った。 

「私の 心 は、 恰度 あの 噴水の 周囲に ある 獅子の やう だ 
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